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投資有価証券評価損の発生及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は平成 20 年８月期決算において、関係会社株式、及び「その他有価証券」に区分される保

有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復があると認められないものについて減損処理

による投資有価証券評価損の特別損失を計上する見込みとなりましたのでお知らせいたします。 

また、あわせて最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年８月期通期(個別)業績予想数値及び平

成 20 年 7 月 15 日付「通期(連結)業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ」にて

公表しました通期(連結)業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 20 年８月期末の投資有価証券評価損の総額 

 

[連結]                                                      

(Ａ)平成 20 年８月期末の投資有価証券評価損の総額 50,322  

(Ｂ)平成 19 年８月期の純資産額 

(Ａ／Ｂ×100) 

921,079  

(5.4%)  

(Ｃ)最近５事業年度の経常利益の平均額 

(Ａ／Ｃ×100) 

90,127  

(55.8%)  

(Ｄ) 最近５事業年度の当期純利益の平均額 

(Ａ／Ｄ×100) 

69,030  

(72.9%)  

 

[個別]                               （単位：千円） 

(Ａ)平成 20 年８月期末の投資有価証券評価損の総額 65,222  

(Ｂ)平成 19 年８月期の純資産額 

(Ａ／Ｂ×100) 

721,644  

(9.0%)  

(Ｃ) 最近５事業年度の経常利益の平均額 

(Ａ／Ｃ×100) 

17,266  

(377.7%)  

(Ｄ) 最近５事業年度の当期純利益の平均額 

(Ａ／Ｄ×100) 

22,790  

(286.1%)  
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２．平成 20 年８月期通期業績予想数値の修正(平成 19 年９月１日～平成 20 年８月 31 日) 

 

[連結]                                                （単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想（A) 
4,583 △39 △48 △30

（平成 20 年７月 15 日発表） 

今回発表予想（B) 4,675 △59 △78 △150

前減額（B-A） 92 △20 △30 △120

増減率 2.0 % － － －

前期実績 
4,660 81 63 47

平成 18 年 9 月 1日～平成 19 年 8 月 31 日 

                           

[個別]                                                （単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想（A) 
301 8 5 4

（平成 19 年 10 月 15 日発表） 

今回発表予想（B) 301 14 8 △58

前減額（B-A） － 6 3 △62

増減率 － 76.4% 73.9% －

前期実績 
326 55 56 69

平成 18 年 9 月 1日～平成 19 年 8 月 31 日 

 

３．修正の理由 

連結子会社において、地盤改良事業における売上高はほぼ計画の範囲内で推移したものの、

外注協力業者を利用した改良工事の構成比が自社の改良工事と比較して上昇したことによる外

注費が大幅に増加したことに加え、研究開発費や貸倒引当金の増加により販売費及び一般管理

費が当初計画値より大幅に上昇したため、営業損失並びに経常損失が拡大しました。 

また、当社においては減損処理による関係会社株式及び投資有価証券の評価損計上により、

その結果、通期(個別・連結)業績予想数値に係る当期純利益又は損失についても前回発表した

予想を下回る見通しです。 

 

４．今後の対策 

   財団法人日本建築センターと財団法人日本建築総合試験所から取得した二つの独自工法を用

いて、付加価値の高い技術提案をハウスメーカーを中心に訴求し、顧客構成比の変更を推進し

ていきます。 

   また売上高の拡大よりも個別案件の採算を重視した営業活動及び施工オペレーションを実施

し、原価率の改善に努めます。 

 

以 上 


